
兵庫県教育委員会（vol.35） 

  ゆずりは通信（H30 年２月） 

                                        

  

●定例教育委員会での主な審議事項等(１月 ) 

 

★第 18 回（H30.1.11） 

    ・平成 30 年度当初予算要求の概要について 

(1)重要施策について 

(2)予算要求について 

・平成 29 年度兵庫県優秀教職員表彰式の実施について 

・平成 30 年度県立特別支援学校高等部生徒募集定員等について 

 

★第 19 回（H30.1.25） 

・教育委員会の権限に属する事務に係る事務処理の特例に関する条例の一部を改正する条例制

定に係る意見申出の件 

・公の施設の指定管理者に係る意見申出の件 

 

※会議録及び会議資料は、教育委員会ホームページの教育委員会会議でご覧いただけます。 

                                               

 県教委ＴＯＰＩＣＳ                                             

● 平成 29 年度伝統文化の学びの充実事業全県発表会を開催しました（H30.1.19） 

地域に伝わる伝統文化に関する学習を充実させるため、本県

では平成 28 年度から２年間、県内 12 地域で 14 校（小学校７校・

中学校７校）のモデル校を指定し、教育課程に位置づけた指導

方法と地域人材の活用方法について研究を進めてきました。こ

の度、モデル校における２年間の取組の成果を県内に広く普及

することを目的として、伝統文化の学びの充実事業全県発表会

を神戸常盤アリーナ（兵庫県立文化体育館）で開催しました。

当日は、各モデル校が取組をまとめたパネル展示や記念講演を

はじめ、代表校の生徒による実演が行われ、淡路人形浄瑠璃（南

あわじ市立三原中学校）や、ざんざか踊り（新温泉町立浜坂中学校）、

和太鼓演奏（西宮市立学文中学校）が披露されました。 

同事業における２年間の実践研究の成果は、今後、実践事例集にま

とめられ県内の各市町組合教育委員会等に配布される予定です。この

事例集を活用した本県における伝統文化教育の一層の推進が期待さ

れます。 

※当日の様子はワンショットニュースからご覧いただけます。 

西宮市立学文中学校による和太鼓演奏 

＝神戸常盤アリーナ 

南あわじ市立三原中学校による 

淡路人形浄瑠璃＝神戸常盤アリーナ 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/iinkai/i-kaigi/iinkaikaigi29.htm
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/oneshot17/index-oneshot1801.html


ステージの様子を撮影 

（兵庫工業高校） 

 

●平成 29 年度高等学校魅力・特色づくり活動発表会を開催しました（H30.1.20） 

県教育委員会では、魅力あるひょうごの高校づくりを発展的な取組に繋げるため、各校が独自に

取り組んでいる魅力・特色ある活動をステージ発表やポスターセッションで高校生が紹介する「高

等学校魅力・特色づくり活動発表会」を開催しました。 

 

〈ポスターセッションの部〉 県立学校 28 校            

 各学校が魅力・特色をＰＲするポス

ター展示を行い、ポスターセッション

タイムでは、各学校の取組や特色ある

活動等を、工夫を凝らして発表。質問

タイムでは、来場者からの質疑に答えました。参加校の生徒が互いに

他校の発表に耳を傾け、積極的に意見を交換する姿が会場のあちらこ

ちらで見られ、学校間の貴重な交流の場にもなりました。 

 

〈ステージ発表の部〉 香寺高校・浜坂高校・武庫荘総合高校・阪神特別支援学校         

香寺高校のギター・マンドリン部は、ディズニーメドレーな

ど、お馴染みの曲を披露。温かい音色で会場を包み込みました。 

浜坂高校の麒麟獅子舞サークルは、普段の活動の様子を映像

で紹介した後、ステージ上で

麒麟獅子舞を披露しました。

「麒麟獅子に頭を咬んでもら

うと無病息災」との言い伝えが

あり、麒麟獅子が頭を咬みに客席を回る一幕もあり場内は大いに

盛り上がりました。 

武庫荘総合高校と阪神特別支援学

校との交流及び共同学習の発表で 

は、両校が互いに講師役を務めて教えあった「理科」の実験の様子が

映像で紹介されました。また、武庫荘総合高校ダンス部と阪神特別支

援学校の生徒が昨年 12 月の交流発表会に向けて取り組んだダンスを

披露。客席から自然に手拍子が湧き起こりました。 

 

 

〈運営協力校〉 明石清水高校・兵庫工業高校・姫路工業高校・赤穂高校（定時制）        

 チラシ・缶バッジのデザインや、缶バッジの作成、

当日の会場運営・撮影も高校生が担当。当日撮影さ

れた映像は、ホームページ上で公開されています。 

会場の「あかし市民広場」は、明石駅前南地区 

再開発ビル２階のオープンスペース。明石駅の目の 

前という立地条件もあり、多くの人通りがありました。偶然、通りが 

             かった家族連れが足を止める場面も多く見られ、参加した生徒同士の

交流にとどまらず、ひょうごの高校の魅力を県民のみなさまへ広く発信することができました。 

※当日の参加校一覧等はこちらからご覧ください。     

武庫荘総合高校ダンス部と 

阪神特別支援学校生徒によるダンスチーム 

浜坂高校麒麟獅子舞サークルによる舞台 

香寺高校ギター・マンドリン部による演奏 

ボランティアスタッフ（明石清水高校） 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ekoko-bo/01miryoku/h29_happyoukai.html
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/oneshot17/index-oneshot1801.html


●平成 29 年度ひょうごミュージアムフェアを開催しました(H30.1.20～1.21) 

県立歴史博物館が中心となって、県内の博物館・美術館・植物園・

水族館等が連携し、親子向けのものづくりワークショップやポスタ

ー等掲示によるＰＲ活動を通じて、各施設の魅力を広く発信するこ

とで来場者が博物館等を身近に感じ、来館のきっかけとなるようア

ピールするとともに、博物館等相互の交流と活性化を図ることを目

的として「平成 29 年度ひょうごミュージアムフェア」を開催しま

した。 

今年度は、兵庫県博物館協会加盟館（園）から計 74 館が参加し、

会場となったイオンモール姫路リバーシティー(姫路市飾磨区細

江)において、ワークショップ(22

館)やポスター展示(52 館)を行い

ました。ワークショップには２日

間で延べ約 8,000 人が参加し、各

館が所蔵する諸資料に触れること

ができる体験や、親子で一緒に楽

しめるものづくりワークショップ

等に挑戦しました。各コーナーはいずれも大好評で博物館等の魅

力を多くの方に知っていただく機会となりました。  

 

●県立学校が県庁の緑化に取り組んでいます 

２月は、県立播磨農業高等学校園芸科草花デザインコース

（ガーデニング班）の生徒による作品です。テーマは「玉丘

の庭 」。同校が所在する加西市はミニハボタンの育種の特産

地であることから、同科ではハボタ

ンの育種に取り組んできました。今

回の作品に取り入れられている新し

い形のミニハボタンは、バラやカー

ネーションの花びらのような形状で、

まるで花束のようです。また、生徒達が作成した額縁プランターにも、色

とりどりの花が飾られ、見所のひとつとなっています。展示期間は平成 30

年２月末までです。県庁にお越しの際は是非、お立ち寄りください。     

※学校 PR 等はワンショットニュースで発信しています。 

 

●県庁緑化活動にかかる教育長感謝状贈呈式を実施しました（H30.2.7） 

  県立農水産高校 12 校は、日々の学習成果を披露するととも

に潤いのある空間を提供することを目的として、県庁議場棟

スペースに月替わりで実習作品の展示を行っています。この

度、県庁舎の緑化や潤いのある空間づくりへの貢献に対して

感謝の意を表するため、教育長から感謝状を贈呈しました。 

四季折々の個性あふれる展示作品は、その制作風景とともに、

県教育委員会ホームページのワンショットニュースで、毎月紹

介しています。 

会場の様子（１階タワーガーデン） 

＝イオンモール姫路リバーシティ 

姫路市立書写の里・美術工芸館 

「モザイクアートを楽しもう！」 

姫路市立手柄山温室植物園 

「ミニミニ植物園」 

播磨農業高校の作品＝兵庫県庁 

感謝状贈呈式＝教育委員会室(兵庫県庁３号館) 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/oneshot17/index-oneshot1802.html
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/oneshot-back/oneshot-backnumber.html
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eboard-bo/oneshot-back/oneshot-backnumber.html


スピンバイクで持久力向上！ 

鏡に写る姿勢を 

 確認しながらトレーニング 

 

第２回 県立八鹿高等学校 「全国大会出場をサポート・トレーニング機器の購入｣ 

県立八鹿高等学校では、募集項目を「全国大会出場をサポート」に設定し、平成 29 年度の「県立

学校環境充実応援プロジェクト」に取り組みました。 

同校では自主自立の校風を継承・発展させ、「文武両道」を校是

とし、英知と人間性を高める教育を推進しています。また、部活

動をとおして社会に貢献し、たくましく生きる人材を育成してい

るところです。そのような中で、学校が所在する但馬地域では降

水や積雪でグラウンドが使用できない期間が長く、同校でもトレ

ーニング不足が従来から課題になっていました。そこで、全国大

会出場を目指したトレーニングの充実を目標として、機器拡充整

備を募集項目に設定しました。その取り組みの成果を紹介します。 

【整備内容と活用状況】 

トレーニング機器を第一体育館に設置 

主な機器：スピンバイク（３台）、プレストレーニングベンチ（１台）、スクワットラック（１台）

アルポリックミラー（２台） 

野球部、陸上競技部を中心に、多くの運動部に所属する生徒が活

用しています。ベンチやラックが増えたこ

とで、より効率的にトレーニングができる

ようになりました。また、鏡（ミラー）を

設置したことによりトレーニング効果が向

上し、安全にトレーニングに取り組むこと

ができます。なかでも、持久力向上等を目

指す生徒にはスピンバイクが好評です。 

生徒達からは「混み合うことがなくトレーニングの効率が良くなった」「鏡

（ミラー）を見ながらできるので練習しやすい」と、トレーニングの効果を

実感する声や、「腕を故障しているので、スピンバイクで汗をかけることが

とてもありがたい」「機器が充実し、感謝の気持ちを忘れてはいけないと自覚

しながらトレーニングをしている」など、ご協力くださった方々への感謝の

声が寄せられています。各部の今後更なる躍進、そしてその先にある全国大会出場を目指して、これ

からも大切に活用していきます。   ※八鹿高等学校のホームページはこちらからご覧ください。 

 

〇県立学校環境充実応援プロジェクトとは・・・ 

ふるさとひょうご寄附金の応援メニューのひとつで、県立学校の特色ある教育活動や教育環境充実

を図ることを目的に平成 28 年度からスタートしました。教育の一層の活発化を図るため、学校毎に

募集項目を設定し、各校の特色ある教育活動の充実を行っています。各学校で、学校生活の向上を図

るためのワンランク上の教育関連機器の導入、部活動で全国大会等を目標に活動する生徒をサポート

するために必要な機器の導入等の募集項目を設定し、教育委員会や各校のホームページ、ちらし等で

募集内容を広報することで、寄附金募集の周知を図っています。※詳細はこちらからご覧ください。 

トレーニングに取り組む様子 

＝県立八鹿高等学校第一体育館 

http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Eyoka-hs/
http://www.hyogo-c.ed.jp/%7Ezaimu-bo/kihu/index.html


教育委員からのメッセージ 

 

空地
そ ら ち

 顕一
けんいち

 教育委員 

 

昨年 10 月から兵庫県教育委員に就任しました兵庫県医師会会長の

空地です。教育の世界は素人ですが、よろしくお願いします。 

 今年は、兵庫県政 150 周年、そして明治維新から数えて 150 年目の

記念の年に当たります。明治維新前後には多くの西欧の医師が来日し、

我が国の西洋医学の発展に貢献しました。なかでも、1857 年に来日し

たオランダ人医師ポンペは、長崎医学伝習所を開設し、日本で初めて

系統的な医学教育を行ないました。松本良順、長与専斎、シーボルト

の娘イネなど多くの優秀な医師を育てたことから、“西洋医学教育の

父”と呼ばれています。そのポンペが次の言葉を残しています。「ひとたびこの職務（医師）を選ん

だ以上、もはや医師は自分自身のものではなく、病める人のものである。もしそれを好まぬなら、他

の職業を選ぶがよい。」肝に銘じている言葉の一つです。 

                                                                               

今後のイベント情報 

★美術館・博物館等の催し案内 

 施 設 名 主な催しもの 期  間 

県立美術館 
特別展 

「小磯良平と吉原治良」展 
H30. 3.24(土）～ H30. 5.27(日) 

県立人と自然の博物館 

開館 25 周年記念展示 

｢ひとはく研究員のいちおし 25 選 

（冬の部）｣ 

H30. 2.11(日・祝） 

～   H30. 3.25(日) 

ミニ企画展「六甲山のキノコ展 2018 

～野生のキノコの不思議な魅力～」 

H30. 2.11(日・祝) 

～   H30. 5.25(金) 

ミニ企画展 

「淡路島のモササウルス類」 

H30. 2.12(月・休) 

～   H30. 4. 8(日) 

県立歴史博物館 
特別企画展 「ふろくの楽しみ 

明治～平成の子どもの雑誌から」 
H30. 1.27(土) ～ H30. 3.25(日) 

県立考古博物館 

開館 10 周年記念企画展 

ひょうごの遺跡 2009～2018 

－調査研究報告－ 

H30. 1.20(土) ～ H30. 3.25(日) 

県立考古博物館加西分館

｢古代鏡展示館｣ 

開館記念展２ 

三彩の俑たち 唐王朝のたたずまい 
H29. 9. 7(木) ～ H30. 3.13(火) 
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